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ブルーベリー種間雑種（Vaccinium corymbosum ×V. ashei ）の倍数体の特性評価 

～倍数性周縁キメラにおける細胞層構成の解析～ 
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------------------------------------------------------------------------------- 

【要 約】ブルーベリー種間雑種の倍数性キメラ（５x＋10x）には，生殖細胞の起原層（L

Ⅱ）が５xのタイプと 10x のタイプの２種類がある。後者は複二倍体化により稔性回復し

ている可能性があり，ブルーベリーの新しい育種素材として有望である。 

------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

ハイブッシュブルーベリー（HB，４x）とラビットアイブルーベリー（RB，６x）の種間

雑種（５x）の稔性回復をねらいとして，コルヒチン処理により倍数体（10x）と倍数性キ

メラ（５x+10x）を作出した。これまでの観察から，倍数性キメラは完全倍数体に比べて生

殖器官等の奇形度が低く，育種的な利用価値があると考えられた。そこで，安定してキメ

ラ性を維持し，倍数性周縁キメラであると推定される個体について，細胞層構成の解析を

行い，育種素材としての特性を明らかにする。 

【方 法】 

種子へのコルヒチン処理により作出された３年生の種間雑種倍数性キメラ 10 個体を供

試し，種々の組織の倍数性を調査した。葉の気孔を皮剥ぎ取り法により観察し，孔辺細胞

の長径をもとに表皮の倍数性を分析した。また，全葉および花弁の倍数性をフローサイト

メトリー（Partec 社，PA）で解析した。 

【成果の概要】 

１）葉の孔辺細胞の長径は，種間雑種（５x）の平均 29.1μmに対し，倍数体（10x）では

35.6μm と，約 1.2 倍の長さがあった（図１）。倍数性キメラ 10 個体の孔辺細胞の長径

はいずれも種間雑種と同程度であり，表皮細胞が５倍性であることが示唆された。 

２）フローサイトメトリーの結果，キメラ 10 個体の葉の倍数性はすべて５x＋10x であっ

た（図２，表１）。一方，花弁の倍数性については，５個体は５x＋10x であったが，あ

との５個体は５xのピークのみであった。 

３）高等植物における茎頂分裂組織の３層構造説によれば，表皮は LⅠ，花は LⅠ・LⅡ，

葉は LⅠ・LⅡ・LⅢを起原として形成される（図３）。そこで，キメラの各組織の倍数性

検定の結果をもとに各細胞層の倍数性を推定した。すなわち，花弁が５x の個体につい

ては，LⅠ・LⅡ・LⅢが各々５x・５x・10x で構成される（表１）。また，花弁が５x+10x

のキメラ個体については LⅠが５x，LⅡが 10x，LⅢが５x または 10x で構成される。た

だし，LⅡのみが異種細胞で構成されるサンドイッチ型の周縁キメラはまれであることか

ら，LⅢは 10x の可能性が高い。 

４）まとめ：調査した倍数性キメラの細胞層構成には〔５x・５x・10x〕と〔５x・10x・10x〕

の２タイプがあることが示唆された。後者については，生殖細胞の起原層である LⅡが

10 倍性であり，複二倍体化により稔性回復していることが期待されるため，種々の倍数

体や雑種個体を生み出すための新しい育種素材として有望である。 
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図１　ブルーベリー種間雑種の倍数性キメラにおける葉の孔辺細胞の長径
種間雑種は，HB（Vaccinium corymbosum ）×RB（V. ashei ）。n=5。棒グラフのバーは標準偏差を示す。

表１　キメラの各組織の倍数性および起原細胞層の倍数性の推定

各組織の倍数性a

孔辺細胞 花弁 全葉 LⅠ LⅡ LⅢ

HRP-02 5x 5x 5x+10x 5x 5x 10x
HRP-03 5x 5x+10x 5x+10x 5x 10x 10x
HRP-04 5x 5x 5x+10x 5x 5x 10x
HRP-05 5x 5x 5x+10x 5x 5x 10x
HRP-08 5x 5x+10x 5x+10x 5x 10x 10x
HRP-12 5x 5x 5x+10x 5x 5x 10x
HRP-13 5x 5x+10x 5x+10x 5x 10x 10x
HRP-18 5x 5x+10x 5x+10x 5x 10x 10x
HRP-21 5x 5x+10x 5x+10x 5x 10x 10x
HRP-28 5x 5x 5x+10x 5x 5x 10x

キメラの細胞層構成b

a) 孔辺細胞の倍数性は，長径の測定値からの分析結果。花弁および全葉の倍数性はフローサイトメ
トリーによる分析結果。 b) 表皮の起原層はLⅠ，花弁はLⅠ・LⅡ，全葉はLⅠ・LⅡ・LⅢであることか
ら，各組織の倍数性分析の結果に基づきキメラの細胞層構成を推定した。

個体名

図２　フローサイトメトリーによる倍数性キメラの全葉および
　　　花弁の倍数性分析

縦軸は検出された核の個数を，横軸は相対的な核ＤＮＡ含量を示す。
横軸10付近のピークは夾雑物。

図３　生長点の起原細胞層と
　分化の模式図
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